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第5章 施工に関する資料 

第 1節 施工の留意点 

 「新・斜面崩壊防止工事の設計と実例 （社）全国治水砂防協会 平成８年７月」より抜粋 

 

 

 

 

施工の留意点 

 

急傾斜地崩壊対策工事として施工する斜面は、その上下部に人家が接近しており、斜面が急

で作業条件が悪い場合が多く危険度も高いため、十分な施工計画を立案するとともに、工事中

は災害と事故を防止するため十分な工程管理と安全管理に努めなければならない。 

また、施工中は、工事員・住民のための避難路を確保する必要がある。その他、十分な作業

スペースを確保できないことが多いため、施工機械はこのような環境での施工に適応できるも

のを選定する。 

なお、建設工事に関する規定は、「一般土木工事等共通仕様書等 共通仕様書 平成 16 年 12

月滋賀県」、「共通仕様書 工事必携 平成 16 年 12 月滋賀県」、「一般土木工事等共通仕様書等 

施工管理基準 平成 16 年 12 月滋賀県」、などによるものとする。 

各工種毎に、特に留意すべき点を以下に述べる。 
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１．排水工 

（１）施工時の排水（仮排水路工） 

工事の準備排水や切土施工時の仮排水および土捨場排水施工の留意点を以下に示す。 

 1）準備排水 

①工事区域外の水を工事区域内に入らないよう区域内の水とあわせて素掘りの溝、暗渠

などで区域外に排水しなければならない。 
②排水の末端が民有地などへ害をおよぼさないよう注意しなければならない。 
③準備排水工の施工はできるだけ早い時期に行うべきで、のり肩排水路などは切土工事

に先がけて行う。 
2）切土施工時の排水 

①のり面の集排水路やのり面の保護はなるべく早めにのり面の仕上げを追いかけて施工

する必要がある。 
③切土部に流入する表面水を遮断するため伐開除根の際、周囲に適当な素掘りの溝などを

設け、掘削したところに湛水しないようにし，工程の進捗とともにこの素掘りの溝を移

動させる。 
④切土施工中は湧水の有無、その状態に注意し速やかに対応するとともに、必要に応じて

降雨時にはビニールシートやキャンバスなどによる被覆や仮排水路の設置などの手段

を講じる。 
 

（２）地表水排除工 

排水施設の施工はできる限り早い時期に行うことが望ましく、のり肩排水施設などは切

土工事に先がけて行っておくほうが、地表水の斜面内への流入を防止でき、切土作業のた

めに有利である。しかし必ずしも工事に先がけて、あるいは工事の進み具合に備えて施工

できない場合もある。このような場合は仮排水施設によらなければならないが、本排水施

設施工後も地下排水路として活用するなど、何らかの排水の役目をもたせておくように考

慮すべきである。 

新斜面崩壊 p116 

1）横排水路工 

のり肩排水路、小段排水路はのり面施工中に透水層の存在が判明することが多いから、

のり面整形後斜面の状況を観察し、有効に排水できるよう施工する。また、斜面法尻排水

路は擁壁上部の埋戻部分には原則として設置しない。やむを得ず設置する場合には、擁壁

と排水路が一体となるように設計・施工する。 

新斜面崩壊 p117 

2）縦排水路工 

縦排水路は地形条件にあわせ不等沈下、水路のすべり、二次製品の継目の緩みなどがな

いよう入念に施工する。特にのり肩排水路、小段排水路の取付部、縦排水路の屈曲部分な

どで流れにくくなるため、水が周辺に飛び散ったり溢れたりして斜面の崩壊原因となるの

で注意が必要である。なお、寒冷地においては凍上現象が起こる場合があるので、砂、礫

などで排水路に接する地山を保護することも考慮する必要がある。 

新斜面崩壊 p121 
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（３）暗渠工の排水 
1）暗渠によって排水された地下水は必ず地

表排水路に連結して速やかに排除しなけ

ればならない（図 1-2 参照）。 

2)暗渠工の長さは集水された地下水が再び

浸透しないよう適当な長さとし、通常 15

～20ｍ程度を限度にしてそのつど集水

ますに連結しておく（図 1-3 参照）。 

3)暗渠工は粗粒材料の透水性を利用して地

中の水を排除するものであるから、材料

は透水性がよくしかも目詰まりを起こ

しにくいものを選定しなければならな

い。 
4)暗渠工は斜面崩壊の危険を避けるため、

できるだけ人力で掘削し、防水マットな

どによる不透水層の施工と埋戻しを入

念に行わなければならない。 

5)施工中の安全管理のため工程に合わせて

下部から延長を短く区切り、1 区間ごと

に施工を完了させる。 

6)掘削は下流から上流に向かって行う。 

7)一度に計画深まで掘削せず、状況判断、

地質調査、仕上げ掘削を考慮して 2～3

回ぐらいに分けて行うことが望ましい。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-3 集水ます側面図 

図 1-2 排水路工の組み合せ
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2．切土工 

（１）留意事項 

急傾斜地崩壊防止工事として切土工を行う斜面は、その上下部に人家が接近しており、傾斜

が急で作業条件が悪い場合が多く危険度も高いので、工事中は災害と事故を防止するため十分

な工程管理と安全管理とに努めなければならない。 

 

１） 施工中の事故防止のため、次の事項に留意する。 
①仮設防護棚を設置する。 
②斜面下部の切土により崩壊が誘発される危険性がある場合には、必要に応じて土留施設を

あらかじめ施工しておく。 
③安全監視員を配置して危険な作業を未然に防止する。 
④必要に応じて自動警報器付伸縮計などの斜面の挙動を監視する計器類を設置して、警戒避

難体制を整える。 
⑤必要に応じてあらかじめ住民を避難させるか、あるいは家屋の移転をするなどの処置を講

じる。 
⑥切土は斜面の上方から行い、オーバーハング部分を残すようなすかし掘りや同一斜面での

上下作業は行わない。 
⑦必要に応じ短区間施工を行う（一般に延長 10～20ｍごと）。 
⑧のり面上およびのり肩付近の緩んだ岩塊、樹根、不安定な土塊などはのり面から取り除く。 
⑨事故の形態としては、転落事故、岩塊・転石などの落石事故、機物類の落下事故、重機類

との接触事故などが予測されるので、安全管理を徹底させる。 
 

２） 雨水および湧水の処理 

①のり肩部付近すなわち切土施工斜面の上方で仮排水路（恒久的な施設でもよい）を設置し

たり、湧水箇所についても安全に施工区域外に排水しておくことが望ましい。 
②降雨後は必ず斜面を踏査して、新たな流水や湧水がないか、また亀裂などの斜面の変化に

ついて点検する。 
③樹木の伐開や表土を剥いだ状態は雨水などに対し非常に不安定なので、降雨に備えてビニ

ールシートなどを用意しておき、降雨の際斜面を被覆する必要がある。 
④施工中に新たに湧水が生じた場合、ビニールパイプなどで仮排水する。 
⑤必要に応じ切土した斜面を暫定的にアスファルト乳剤やモルタル吹付によって被覆した

り、樹枝や割り竹などで編棚工を設置して、小崩壊に対する仮保護を行う。 
 

３）施工中に判明した地質、地下水状況などの変化への対応 

①当初の設計条件と、施工時に得られた土質・地質・地下水の状況が大きく異なった場合は、

必要に応じて適切な設計（変更）を行い施工にあたることが望ましい。 

②よくあらわれる施工中の状況としては、次のものがある。 
・表土層の厚さ、その分布が変化する。 
・断層などによる破砕の規模、程度が変化する。 
・すべり面の位置が変化する。 

③状況の変化については、必要に応じて追加の調査・試験を行い、それらの情報を設計（変

更）に十分生かすとともに、安全管理にも役立てなければならない。 



Ⅵ-238 

４）隣接地との整合 

① 斜面において切土整形した部分と周辺の

自然斜面とのすり付けは不自然な形状を避

け、ラウンディングによってなじみをよくし

たり、のり面保護工によって崩壊の端口の処

理を入念にしておかなければならない。 

② 端口の処理は、その部分から新たな崩壊を

起こしている事例が多いため注意する。（図

1-1 参照）。 

 
 

図 1-1 端口から崩壊を誘発する例 
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3．植生工 

（１）留意事項 

植生工は種子や有機系材料など、生きた資材を使用して施工する工事であることから、資

材の品質、保管、計量および施工時期には十分な注意が必要である。 
 

（２）施工計画 

施工計画では、施工直前の調査、工程計画、機械計画及び材料計画に対して検討を行う。

具体的な検討項目を以下に示す。 

1)切土や崩壊斜面の土砂は、稀に土壌硬度や土壌酸度が 1～2カ月間に急変することがあるの

で、特に頁岩、泥岩、火山性土、マサ、しらすなどでは施工直前に調査をして、設計変更

などの基礎資料とする。 

2)種子は採取年や処理、保管の方法などにより、発芽率や発芽勢が大きく異なることがある

ので、入荷した種子については発芽試験を行い、設計時と 30％以上の相違がある場合は施

工時に種子配合を補正する。 

3)作業可能日数の算定には現場の作業性や気象条件などを十分考慮して余裕を持った工程と
する。 

4)なんらかの理由により播種時期などを逸したりする恐れのある場合には、次の施工可能時
期まで播種工そのものだけでも延期する工程とする。 

5)高所や難所で機械を分解・搬送したり、索道運搬などの必要が生じる場合には、工程計画

に支障のないように計画する。 
6)特殊な種子などは、1年以上前から種子販売者や研究者などを通じて確保してもらうとよい。 

 

（３）施工時期の設定 

草本類主体の施工は 3 月～6 月および 9 月～10 月とし、木本類を成立させるには 3 月～6

月の期間とする。 

一般に、植物が発芽するには適度の水分と、平均気温が 5～15℃以上の日が 1～2週間必要

である。さらに生育を続けるには、こうした水分と気温などの条件が 2～3カ月以上続くこと

が必要である。 
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4．張工 
（１）石張工、コンクリートブロック張工およびコンクリート版張工の施工 

のり面の不陸の整正、浮石の除去などを入念に行わなければならない。また下敷材を施工

する場合は所定の厚さに下敷材を敷きならし、十分突固める必要がある。 

1)石張工においては施工に先だち石に付着したごみなどを清掃し、なるべく下部に大きい石

を用い高さを一定に保つように築石する。 

2)石張工は尻かいにて石材を固定し胴込めコンクリートを充填し、十分突固めを行い、合端

付近に著しい空隙が生じないように施工する。 

3)胴込めコンクリートの充填、突固めに際しては張石がずれないように注意する。 

4)下敷材にぐり石を用いる場合は切込み砕石などにより目潰しを行わなければならない。 
 

（２）コンクリート張工の施工 

のり面の草木、土砂、浮石などを完全に取り除き、コンクリートと岩盤との付着を良好に

しなければならない。なお層理・片理・節理が顕著に発達している岩盤は浮石が生じやすい

ので注意を要する。 

1)コンクリートの搬入および打設能力などを考慮のうえ、適当な打設計画を作成しなければ

ならない。 

2)斜面を長期間風雨にさらすことは極めて危険であるため、一定区間（20～50ｍ）を着手し

たならば、その区間が完成してから次の区間に着手する。 

3)打継面を水平にすると継手上部がすべり出すおそれがあるので、打継面はのり面に垂直に

する。 

4)打継部には打継鉄筋（φ9～22mm、長さ 50cm 程度）を設置する。 

5)横方向には縦の伸縮継目を 10～20ｍに（10ｍ標準）1箇所設置する。 

6)材料の分離が起こらない範囲で特に留意して締固めなければならない。 

7)打設に際しては水抜き孔、鉄筋などに悪影響を及ぼさないよう注意しなければならない。 

8)コンクリート張工はコンクリート厚が薄いので、打設後のコンクリートの養生、特に暑中

および寒中の養生には十分注意するものとする。 

9)ロックボルトやグラウンドアンカー工を併用する場合、あらかじめその部分に打設空間を塩
ビ管やボイド管などによって確保しておく必要がある。この場合、鉄筋や鋼材の配置には

十分配慮する。 
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5．のり枠工 

(１)プレキャスト枠工の施工 

プレキャスト枠工の施工に際しては、のり面流下水および湧水の処理、基礎処理、基礎およ

び枠の組立ておよび中詰め工などに対して留意する。 

留意点を以下に示す。 

 

1) 基礎処理 
①盛土に施工する場合は、盛土表面をよく締め固めたのち、表面をできるだけ平滑に仕上げ

る。 
②土に施工する場合は、切取り時に切り過ぎのないようにできるだけ平滑に仕上げる。 

 

２)基礎および枠の組立て 

①枠工の組立て基礎となる部分は沈下、滑動、不陸などが生じないように施工する。 

②枠の組立てにあたっては、各部材に無理な力がかからないようにのり尻から順序よく施工す

る。 
 

３)中詰め 

①土砂詰工の場合は、枠工下部より枠の高さまで締固めながら施工する。 

②土のうは土砂が十分詰まったものを使用し、枠の下端からなるべくすき間ができないように

施工する。 
③玉石などを詰める場合は、切込み砂利などですき間を充填しながら施工する。 

④コンクリート版などを張る場合は、できるだけのり面とのすき間のないように施工し、枠と

板とのすき間はモルタルなどで充填する。 

⑤のり面と枠の間にすき間ができた場合は、中詰め工を施工する前に粘性土で間詰めをするの

が望ましい。 
 

（２）吹付枠工の施工 

吹付枠工の施工に際しては、基面処理と型枠の組立て、吹付けの施工及び中詰などに対し

て留意する。 

 

１)基面処理と型枠の組立て 

・凹凸の著しいのり面では、型枠が密着しにくいのであらかじめコンクリートまたはモルタ

ル吹付工など凹凸を少なくしたのち型枠を組立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 地山の凹凸の整形 



Ⅵ-242 

①型枠の組立てに当たっては、縦方向の型枠を基本に組立て、すべり止め鉄筋にて固定す 

る。 

②鉄筋の継手はコンクリート標準示方書にもとづき、所定の長さを上下に重ね合わせるも 

のとし、鉄筋の間隔およびかぶりなどは設計どおりに配筋し十分に固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 鉄筋の継手の重ね方 

③水抜き管は、吹付施工時に移動しないように設置し、目詰りを起こさないように施工する。 

 

２)吹付けの施工 

①圧送距離は原則として 100m（または高さ 45m）以内で施工することとし、この範囲を超え

る場合は吹付機の位置をその範囲内へ移動するなどして、吹付モルタルの品質の均一化と施

工性の向上を計る。 

②鉄筋の交叉した箇所などでは、鉄筋下に空洞を生じないように入念に施工しなければなら

ない。 

③吹付けの継手は、できるだけ縦枠の施工中に作らないよう施工する。 

④金網製型枠の外に極端に出た材料は、中詰工の施工に支障が生じない程度に、硬化しない

うちに除去するのが望ましい。 

⑤吹付け直後のコテ仕上げは、景観を重視する場合以外には行わなくてもよい。 

 

３)中詰め 

①耐水性ダンボール製、板製、プラスチック製などの型枠を使用した場合は、これらの型枠

を完全に除去した上で中詰工を施工する。 

②枠内をモルタル吹付工や厚層基材吹付工などで施工する場合は枠内をよく清掃したのち枠

との間にすき間のできないように施工する。 

 

（３）現場打ちコンクリート枠工の施工 

現場打ちコンクリート枠工の施工に際しては、基面処理基礎、型枠組立て、コンクリート

の配合・打設および中詰めなどに対して留意する。 

１)基面処理 

切取り、掘削時には、のり面をできるだけ平滑に仕上げなければならない。型枠組立てに

支障のある凹凸を生じた場合は、コンクリートを打設するなどして凹凸をできるだけ少なく

するようにする。 
２)基礎 

場打コンクリートの基礎は、沈下や滑動を生じないように入念に施工する。 

３)型枠組立て 

コンクリート打設時に型枠が破損したり、型枠と地山とのすき間からコンクリートが流出
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しないように、堅固に型枠を組立てなければならない。 
４)コンクリートの配合および打設 

コンクリート標準示方書にもとづいて施工する。 

6．吹付工 

吹付けの施工は、その品質を確保したり、周辺住民を含めた安全に配慮しなければならない。 

以下の事項について十分な配慮が必要である。 

 

１）吹付けのり面の清掃 

①浮石や立木、切株などをきれいに取り除く。 

②除去時などにこれらが落下して事故を起こさないよう心がける。 

 

２）浸透水などの処理 

湧水などの処理は重要な項目であるので、道路土工－排水工指針などを参照し適切な処

埋を施す。 

 

３）崩落土砂などが混じる場合の処理 

軟弱な土質などで地山の崩落土砂と吹付け材が混じるような場合は、下吹きを行い、地山

を固化させてから吹付け作業を行う。 

 

４）補強鉄筋・ラスなどの施工法 

①補強鉄筋や、ラスなどは凹凸になじむように張り、吹付けのかぶりが 20mm 以上となるよ

う配慮する。 

②鉄筋やラスの継ぎ足し部分については十分な重ねしろがあるよう施工する。 

 

５）材料の配合 

一般にモルタル吹付の場合、セメントと細骨材の比は 1：4（Ｃ：Ｓ）、コンクリ－トは 1：

3：1～1：5：2（Ｃ：Ｓ：Ｇ）が用いられている。従来水セメント比は 45～55％（Ｗ／Ｃ）

とされてきたが、骨材（特に細骨材）の低品質化のため適正な作業性（コンシステンシー）

が得られないことが多い。このため、テーブルフロー値で 120mm 程度を目途に調整した水セ

メント比を標準とする。 

 

６）急結剤 

急結剤は湧水処理や急勾配などで吹付けが付着し難い部分に使用されるが、強度低下が

あるので、使用時には十分留意することが重要である。 

 

７）吹付作業に適さない気象条件など 

強風時や降雨時および気温が氷点近くの場合などは原則として作業は行わない。 

 

８）養生 

①乾燥の著しい条件のもとでの作業や温度が 10℃を下る恐れがある場合は、養生材などを使

用して養生することが望ましい。 

②日平均気温が 4℃以下になることが予測されるときは、寒中コンクリートとしての施工を

行わなければならない。
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7．擁壁工 

（１）石積・ブロック積擁壁工 

石積・ブロック積擁壁工の施工に際しては、清掃、積上り高、型枠および積立て方法など

に留意する。 

①石、ブロックに付着したごみ、汚物などは除去し、据付けにあたってはすわりの良否を十

分に確かめなければならない。 

②1日の積上り高は 1.5ｍ程度までとし、1日に全部を積み終わらないときはその日の終わり

は階段形に残しておかねばならない。 

③裏込めコンクリートの背面には原則として裏型枠を使用し、仕上げ面からコンクリート背

面までの厚さを正しく保つようにしなければならない。 

④原則として裏型枠は存置してはならない。 

⑤積立ては原則として谷積とする。（ただし直高 2ｍ以下は布積にすることもある。） 

⑥在石を使用する場合はなるべく足し石と混用しないように積み立て、寸法不足のものを使

用してはならない。 

⑦胴込めコンクリートは石・ブロック積間に隙間を生じないように十分突固めねばならない。

この際、据え付けた積石などが移動しないよう注意する。 

⑧胴込めコンクリートの打継目は十分に清掃し、一体となるよう施工しなければならない。 

 

（２）重力式コンクリート擁壁工及び待受式コンクリート擁壁工 

コンクリート擁壁の施工に際しては、掘削、地表水・湧水および打継目などに留意する。 

①山側地盤の掘削を極力避け、掘削土量をできるだけ少なくするとともに、掘削部分につい

ては砕石詰めか埋戻しを行うが、砕石詰めおよび埋戻しの際には突固めを十分に行うもの

とする。 

②型枠の位置、寸法、支保工の強さなどを点検し、型枠内のごみ、その他の雑物を取り除か

なければならない。 

③コンクリートの分離を防ぎ、空隙ができたり表面に凹凸ができたりしないように留意する。 

④コンクリートは各層間に十分な付着力をもち、収縮によるひび割れを最小限に防止しなけ

ればならない。 

⑤地表水および湧水の処理を十分行い、背面の埋戻し土に間隙水圧が生じないようにする。 

⑥湧水のある箇所には水抜孔を必ず設置する。特に湧水の著しい箇所については水平ボーリ

ングなどを行って特別に排水処理を考慮する。 

⑦擁壁に設ける水抜孔は下向きに3゜程度の傾斜をつけ、コンクリートくず、土砂などで詰ま

らないようにしなければならない。 

⑧擁壁背面排水層の底面には、水が基礎部へ浸透するのを防ぐため前面の地盤高に合わせて

止水コンクリートなどを布設するのが望ましい。 

⑨コンクリートの打継目は、のり面に直角にする。 

⑩伸縮継目は 10ｍを標準に 1箇所程度を標準として設け、鉛直打継目は仕切型枠を強固に支

持し、継目付近のコンクリートを振動機によって十分締固めなければならない。 
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8．グラウンドアンカー工 

アンカー工を施工する場所は一般に傾斜が急で施工位置も高所になる場合が多いので、しっか

りした足場を確保し安全施工に努める。 

 

１）施工計画 

施工計画のため周囲の環境などの調査を行う。 

 

２）準備 

①機材の使用計画を立て手配する。 

②アンカー孔の削孔のために相当量の清水を準備する。 

③引張材の保管および加工・組立て・搬入にあたっては引張材に傷をつけないよう細心の注

意を要する。 

 

３）設計書の検討 

①事前に設計書を十分に検討し、不明な点があれば監督者あるいは設計者に申し出る。 

②設計に用いた地盤・岩盤条件を吟味し、ボーリングによる削孔中に設計と異なっていない

か比較する。 

 

４）削孔 

①地盤を緩めたり、水みちをつくったり、有害なスライムを残さないよう十分に注意する。 

②地盤・岩盤の局所的な変化にも細心の注意を払い、設計条件と異なっている場合には直ち

に監督者あるいは設計者と協議し設計変更などの処置を行う。 

③削孔時に使用する水が斜面に害をおよぼさないよう注意する。 

 

５）テンドンの加工、組立て、防食および挿入 

①傷をつけないよう十分注意し防錆処理を行うとともに、ごみ、油などの不純物を清掃する。 

②引張材の孔内への挿入およびグラウトはアンカー孔削孔後直ちに行い、テンドンの挿入に

あたっては孔壁を乱さないよう注意する。 

 

６）グラウト 

③注入は孔内水や空気をグラウトで置換するように行い、健全なアンカー体を形成するよう

努める。 

 

７）緊張・定着 

①前記の試験を完了した後に設計書に記された所定の初期有効緊張力で定着する。 
②油圧ポンプのブルドン管などの圧力計は事前に検定しておく。 
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9．ロックボルト工 

鋼材を地山に確実に定着させるため、地盤条件・地質条件を把握し、適切な削孔方式・削孔

機を選定しなければならない。 

①地下水の存在は削孔壁の崩壊の要因となるため注意しなければならない。 
②鋼材打設以外に地山掘削やのり面工などの多くの工種が発生し、これらが輻輳することも

あり、施工機械・施工方法・施工手順などを十分検討し、現場状況に応じた施工計画を立

案しなければならない。 
③本工法の施工には、準備工、仮設足場工、掘削工、ロックボルト工、のり面工などがあり、

施工箇所の状況を考慮し適切な施工手順を選定しなければならない。 
④準備工は、本工事に先立ち工事が円滑かつ安全に行えるよう、工事準備調査・測量・施工

機械器具・材料・仮設備の準備をする。 

⑤足場工は、削孔機重量、作業幅などを考慮し、安全で円滑に施工できるよう十分検討しな

ければならない。 
⑥掘削工は設計図書で位置・形状・勾配を確認し、掘削面はできるだけ平滑になるように掘

削して転石や岩塊の除去や抜け落ち、肌落ちで掘削面がえぐられることのないよう注意し

なければならない。 

⑦施工機械は、一般的にクローラドリルなどのロッド削孔を標準とする。 

⑧クローラドリルなどによる削孔径は 65mm を標準とする。 

⑨レッグドリル、自穿孔式は仮設のり面に限り採用できる。 

⑩注入は孔底から削孔完了後速やかに行うものとする。ただし、地山の湧水や亀裂の状況に

よっては注入材の充填が困難な場合があるため、口元での注入材のリターンの確認や注入

材の比重確認などを確実に行わなければならない。 

⑪鋼材の挿入は、鋼材が孔の中心に配置されるように、スぺーサーを取り付けて挿入しなけ

ればならない。 
⑫挿入にあたっては鋼材に泥などが付着しないように注意する必要がある。 

⑬注入材が硬化開始後の強度発現中に鋼材を振動させたり動かすなどして付着強度を低下

させることのないように注意しなければならない。 

⑭のり面工の施工に際しては、鋼材との結合が確実に行われるようにする必要がある。 

⑮鋼材に有害な錆が発生しないよう注意しなければならない。 

 

施工手順を図 9-1 に示す。 

図 9-2 に施工手順の例を示す。 

また、標準的施工手順を、図 9-3 に示す。施工、施工管理および施工時の動態観測について

は、「切土補強土工法設計・施工指針 H14 年 7 月」を参照すること。 
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図 9-3 本工法の標準的施工手順 

 

 

 

図 9-1 施工手順 

鋼材挿入 

鋼材挿入 

ロックボルト工 ロックボルト工 ロックボルト工 

ロックボルト工 

鋼材挿入 



Ⅵ-248 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2 施工手順の例 
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10．落石対策工 

（１）落石予防工 

１）根固工 

コンクリートの打設に際しては、石の表面の泥や砂などの付着物を除去し、コンクリートの

付着なじみを良くするように十分注意して施工する。 

 

（２）落石防護工 

１）落石防護網工 

施工にあたっては、次の点に留意する。 

①支持用のアンカーは信頼できる層に固定する。 

②網の張り方は、落石を跳ねさせず網に沿って落とそうとする場合と、浮石を押さえつけ

る場合とによって若干異なるが、斜面の下部では余裕をもたせて落石の堆積に備える。 

③ネット内に土石が堆積したらときどき取り除いてやる必要がある。 

２）擁壁工の併用される落石防護柵工 

落石防護柵の建込みは、箱抜きによる施工の場合、擁壁天端にクラックが生じる恐れがある

ため擁壁と一体的に打設することを原則とする。 
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第 2節 労働安全衛生規則 

 「道路土工－のり面工・斜面安定工指針 （社）日本道路協会 平成１１年３月」より抜粋 
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第 3節 試験 

（１）グラウンドアンカー工の試験 

 「グラウンドアンカー設計・施工基準、同解説（社）地盤工学会 平成１２年３月」より抜粋 
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（２）切土補強土工の試験 

 「切土補強土工設計・施工要領 JH日本道路公団 平成１０年１０月」より抜粋 
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（３）植生工のための測定と試験 

 「道路土工－のり面工・斜面安定工指針 （社）日本道路協会 平成１１年３月」より抜粋 
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